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� はじめに

私はサッカーが好きでよく観戦している。その中で、�
リーグの各チームはそれぞれ異なったチームスタイルを
持っており、Ｊリーガーにもさまざまなタイプの選手が
いることに気がついた。そこで個々の役割がどのように
チームに影響を与えるか、またさまざまなタイプの選手
をどのように配置すれば良いチームになるのかを�	
�

というデータを用いて分析してみる。

��� 過去の研究

平手ら ��
で同様に �	
�のデータを用いて研究され
ている。選手個々やチームの成績のデータから分析し、選
手の特徴やチームカラーを割り出した研究である。

� ����について

�	
�とは、サッカーの試合中のボールタッチを詳細
に数値化する「プレイヤー・パフォーマンス分析データ」
である。������
参照�

� データについて

����年Ｊリーグ ��チームに在籍し第 �節～第 ��節に
出場した選手の中で ��試合以上出場した選手を対象とし
て、選手個々のデータを用いた。主に「ゴール」、「シュー
ト」、「パス」、「ラストパス」、「クロス」、「スルーパス」、
「ドリブル」、「タックル」、「インターセプト」、の項目の
データを用いる。（�����
参照）

� 分析方法

選手個々のデータを主成分分析、因子分析、クラスター
分析によって分析を行う。

� 分析結果

��� 主成分分析について

今研究では第 �主成分までで累積寄与率が ��％を超え
るため第 �主成分までで考えている。

� 第 �主成分（寄与率 ��％）
「攻撃的な選手か守備的な選手かを表す軸」
「ゴール」、「シュート」、「ドリブル」の値が大きく
負である。逆に「タックル」、「インターセプト」の
値がプラスである。このことからあまり守備をせず、
前線でプレーするか後方で相手からボールを奪うこ
とに専念するタイプかを表している。

� 第 �主成分（寄与率 ��％）
「活躍するかどうかを表す軸」
「ゴール」のみプラスの値でそれ以外はマイナスの
値である。よって積極的にボールに絡むプレーはマ
イナスの値を示している。

� 第 �主成分（寄与率 ��％）
「真ん中でプレーするかサイドでプレーするかを表
す軸」
「ゴール」、「クロス」の絶対値が大きい。「ゴール」
の値が大きくプラスであり、「クロス」の値が大きく
マイナスである。

��� 因子分析について

今研究では因子数は �で行った。

� 第 �因子：ラストパス、クロス、スルーパスの因子
が高くなった。よって第 �因子はチャンスを作り出
す攻撃的な選手の因子である。ポジションはミッド
フィルダーを表すと言える。

� 第 �因子：パス、タックル、インターセプトの因子
が高くなった。よって第 �因子は守備的な選手の因
子である。ポジションはディフェンダーを表すと言
える。

� 第 �因子：ゴール、シュート、ドリブルの因子が高
くなった。よって第 �因子はゴールを決める攻撃的
な選手の因子である。ポジションはフォワードを表
すと言える。

��� クラスター分析について

グループ分けはデンドログラムの左から順に１群～
�群とした。

� 第 �群�守備的な選手（��人）
守備的な選手だが積極的にシュートを打ったり、パ
スを出したりと攻撃参加するタイプ。センターバッ
クでも守備だけでなく、得点を狙いに行く。

� 第 �群�守備的な選手（��人）
攻撃にはあまり関与しないが相手からゴールを守る
働きがある。相手からボールを奪いピンチの芽を摘
み取る。センターバックや守備的ミッドフィルダー
のポジションの選手が当てはまる。

� 第 �群�あまり特徴のない選手選手（��人）
守備的な選手で攻守のバランスをとる。ポジション
的にはセンターバック、サイドバック、ディフェンシ
ブミッドフィルダーの選手になる。

� 第 �群�サイドから攻撃を仕掛ける選手（��人）
ドリブル、クロスが高い。自らドリブルで仕掛け突
破したり、ゴール前にクロスを供給したりとサイド
から攻撃をサポートする特徴がある。ポジション的
にはサイドハーフ、サイドバックの選手になる。

� 第 �群�チャンスを作る攻撃的ミッドフィルダーの選
手（��人）
パス、ラストパス、クロス、スルーパスが高い。ま
た第 �群ほどではないが、シュート、ゴールも高い。



パスを出す機会が多くアシストが多いが、自らもミ
ドルシュートやペナルティーキック、フリーキック
で得点を決めるタイプである。

� 第 �群�ドリブル仕掛ける攻撃的な選手（��人）
相手のペナルティーエリア近くでドリブルで仕掛け、
積極的にシュートを打つ選手である。

� 第 �群�ゴールを決めるフォワードの選手（��人）
シュート、ゴール、ドリブルが高い。またどの群よ
りもタックル、インターセプトが低い。またあまり
パスをする選手ではなく相手のゴール前でボールを
受け、シュートを狙っていく選手である。この関係
から守備をあまりせず、得点を決めることに専念す
る選手を表す群であると言える。

	 分析の考察

主成分分析、因子分析を行うことによりポジションごと
に攻撃的な選手か守備的な選手か、又プレーにどのよう
な傾向があるかを分析できることが出来た。クラスター
分析では、個々の選手がチームのなかでどのような役割
を担っているかを発見することが出来た。ＣＢの選手で
は、守備に専念する選手なのか、守備だけでなく得点を
狙いに行く選手なのかが分かった。ＭＦの選手は、守備的
な選手なのか攻撃的な選手なのかが分かった。また、攻
撃的な選手でもパスでチャンスを作るのか、ドリブルで
チャンスを作るのかを分けることが出来た。ＦＷの選手
は、ゴール前で待ち構え、きたパスに合わせる選手なのか
自らドリブルで仕掛けて得点する選手なのかが分かった。


 チーム分析

各チームの主なスターティングメンバーのデータを主
成分分析、因子分析、クラスター分析の結果をもとに清
水エスパルス、鹿島アントラーズ、ガンバ大阪、浦和レッ
ズ、川崎フロンターレ、名古屋グランパスエイトの戦術
を考えてみた。ここでは、鹿島アントラーズ、浦和レッ
ズの �チームについて説明する。また、選手名の後の数
字はクラスター分析の群分けを表す。

��� 鹿島アントラーズ

攻撃面ではクラスター分析の結果をみても前線に様々
なタイプの選手がおり、多彩な攻撃をしている。後方から
も右ＳＢの内田（�）、左ＳＢの新井場（�）ともに効果的
に攻撃参加をして、チャンスを作る。攻撃的な選手は皆、
非常にプレーの質が高く、攻撃が単調にならずにうまく
組み立て、ＦＷの選手にパスを送っていく。そこからＦ
Ｗのマルキーニョス（�）が相手ゴール前で能力を発揮し
て、得点していく。攻撃面ではとても優れたサッカーを
展開しているが、だからといって守備が不安定というわ
けではない。守備的な選手はＣＢの岩政（�）は守備の能
力に優れており、ゴール前で体を張って防いでいる。Ｄ
ＭＦの青木（�）はあまり攻撃に参加せず、守備の意識が
高く相手の攻撃を止めている。後方の選手が安定してい
るため大きく崩れることがない。

��� 浦和レッズ

攻撃の面では、ＣＢの闘莉王（�）、阿部（�）、ＤＭＦの
長谷部（�）と、後方の選手が攻撃参加する等、チーム全
体が非常に攻撃的である。ドリブルを仕掛ける場面も多
く、ポジションが中央の長谷部がクラスター分析では第
�群に分類される等サイドからの攻撃もチームの特徴で
ある。背が高くフィジカルも強い闘莉王や阿部が攻撃参
加し、前線にはワシントン（�）もいるので彼らにクロス
を出して得点する。またポンテ（�）は因子分析のプロッ
ト図を見ると一人だけ離れている。パスが非常に優れて
おり、浦和の攻撃の中心となって牽引した。守備はＣＢ
の闘莉王、阿部、坪井（�）の �人がクラスター分析の結
果からも守備の能力に優れており、安定している。

� チーム分析の考察

今回各チームを選手個々のデータを用いて分析したこ
とで、優勝争いをするチームはバランスがよく攻守共に
安定していることが分かった。後方には守備能力の高い
優れた選手がおり、攻守のバランスをとる選手、中盤に
は起点となりパスを出せる選手、サイドからチャンスを
作れる選手、前線にはドリブルで仕掛ける選手、しっか
りと得点出来る選手がいる。厳しいリーグ戦を勝ち抜く
には攻撃と守備どちらかでも不安定になると順位を落と
してしまう。清水エスパルスのような守備的なチームや
ガンバ大阪、川崎フロンターレのような攻撃的なチーム
のように攻撃と守備どちらか非常に優れていれば上位に
くることは出来るが、優勝するためにはもっと質を高め
ていく必要がある。名古屋グランパスエイトはチーム全
体で守備の意識が高く攻守のバランスが崩れたため中位
にとどまった。

� おわりに

今回の研究でサッカーの戦術の奥深さを少しでも知れ
たし、今まで何気なくサッカーを観戦していたがここまで
細かなデータをもとに分析してみたことで、サッカーにお
いて今までとは一味違った楽しみ方が出来た。サッカーは
集団スポーツで、チームに �人優れた選手だけだったり、
同じようなタイプの選手ばかりいるようなチームではな
かなか勝てない。チームとして機能させることが重要で、
そのためにもうまい選手だけでなくさまざまなタイプの
選手が必要であると言える。各選手のプレーがチームの
どのような影響を及ぼすか知ることが出来たので、私も
趣味でサッカーをする上で役立てられたらと思う。
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